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要　旨

　原稿は、本テンプレートを使用して執筆すること。設定は変更しないものとする。投稿原稿は、原則として20ページ以内とする。和文表題（MS明朝、13 pt、センタリング。２行以上になる場合行間を空けない。副題もMS明朝、11 pt、センタリング、全角ダッシュで挟む。）著者名（MS明朝、12 pt、右寄せ。姓と名の間を全角１文字分空け、連名の場合は読点で区切る。）　和文要旨は、「要　旨」（ゴシック、9 pt、Bold）を上記のようにセンタリングで、要旨文（明朝、9 pt、１行39文字）は、段落始めを１字下げて、400字以内程度でまとめる。【キーワード】（ゴシック、9pt）は、以下のように続けて6語程度（明朝、9 pt、左寄せ。間は全角１文字分空け）にすること。
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             TSUKUBA Ryuuko, RYUGAKU Manabu(投稿時はこの行は変更しないでください)
【Abstract】 英文表題は上記（Century 13pt、センタリング、２行以上になるときはシングルスペースとする。概念語の頭は大文字。ただし、副題は「：」の後、初めの単語の頭文字のみ大文字で書く。）のようにつける。英文著者名（Century 9 pt、右寄せ）の姓は全大文字、名は頭文字のみ大文字。姓の後に半角１字分を空け、名の順で書く。連名の場合は、「,」で区切り、半角１字分を空けて、共著者名を続ける。英文要旨は、上記のように【Abstract】（Century, 9pt, Bold）を左寄せで、その後に半角スペースを入れて、要旨文（150語以内、Century, 9 pt）を続ける。段落スペースとして半角４文字分空ける。英文キーワードは、【Keywords】(Century, 9pt, Bold)の後に、最初のキーワード（Century, 9 pt）を書き、「,」で区切る。最初のキーワードの頭のみ大文字とする。以上は、１ページ以内におさまるようにすること。

【Keywords】Language teaching, article, abstract, century, keywords

１．はじめに
　本文の原稿は、２ページ目から、MS明朝、9 ptで執筆するものとする。投稿原稿は、原則として、資料等も含めて20ページ以内とする。

２．章の見出し

　章の見出しには、番号（ゴシック、11 pt、 bold）をつける。次の章に移る時には１行空けて次章の見出しを書く。見出し・小見出しのみがページの下に残らないように工夫してください。
２.１　小見出し
　章の中を小さな節に分ける際には、「２-１」ではなく、「２.１」のように小見出し番号をつける（ゴシック、11 pt、Bold、数字は全角、ピリオドは半角、数字の後は全角スペース）。見出しと小見出しは当該段落の最初の行に左寄せとする。
２.２　図（写真を含む）
　図（写真を含む）は、通し番号とキャプション（ゴシック、9 pt）を、図の下の位置にセンタリングして記す。図の上またはキャプションの下に文章がくる場合は１行空ける。図が2ページをまたがないように工夫する。
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図１　キャプション
２.３　表
　表は、通し番号とキャプションをつけ（ゴシック、9 pt）、表の上の位置に記す。キャプションの上または表の下に文章がくる場合は１行空ける。表が2ページをまたがないように工夫する。
表１　キャプション
	レベル
	実践上の工夫

	上級
	従来通りの手順，教材，書き取りシートにも手を加えない。


３．おわりに

　謝辞を必要とする場合は改行し、章番号なしに、「謝辞」という見出し（ゴシック、11 pt、Bold）をつける。できるだけ簡潔なものとする。科学研究費などの助成を受けている場合の記述も、本文の後に改行して入れる。
注
1. 本文中の専門用語については「注」をつけ、簡単な用語解説を後述することが望ましい。(明朝、9pt)その他の解説を要する事項にも注をつけてよい。

2. ただし、できるだけ簡潔なものとする。本文中の関連箇所の右肩に上付き文字で1、2、… のように書き、末尾に章番号なしに「注」という見出し（ゴシック、11 pt、Bold）をつけて、まとめて記述する。脚注にはしない。

参考文献

　参考文献は、「参考文献」という見出し（ゴシック、11pt、Bold）をつける。原則として、本文中に引用したものを参考文献とし、和文（５０音順）、英文（アルファベット順）の順に以下のように(明朝、9pt)で書く。

雑誌の場合：著者、（発行年）、「表題」、『書名』、巻／号、発行所：ページ２行目は、２字分下げる。

筑波太郎（1960）「日本語の読解過程」『筑波大学留学生センター日本語教育論集』15号：6-10
筑波太郎・松見花子（2005）「あなたも書ける」『日本語教育研究』東京出版：85-86

英文の場合：著者,（発行年）,“表題”, in Book Title, 発行所：ページ
Feldman, J. and Gries, D.（1968）“Writing System”, in Rubin, J. & Wenden, A.(eds.) Learner Strategies in Language Learning, Prentice Hall International：77-113
資料
必要に応じて末尾に資料を設けてもよい。ただし、ページ数の範囲とする。章番号なしに「資料ｎ」という見出し（ゴシック、11 pt、Bold）をつける。ｎは番号(なくてもよい)。
※以下の欄は、投稿時は変更しないでください
※右揃え、執筆者の姓名の間と、所属、役職の間は各全角１字空け、１行に収める
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